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'本研究を ｢竹材の組織構造と被削性に関する研究 (その 7) StudiesonMicroscopicStructureandMachinabilityof















＼o＼｡一 ｡_ 〆 ｡































2.実 験 方 法
2.1 切削実験の方法
既報 5)と同じ切削実験装置を用いて,竹材の切削実験を行った (Fig.1)｡ ナイフには,
この切削実験のために作成 した鍛接ナイフ (刃部の材質は合金工具鋼 SKS2)を用い,
刃先角βkが230になるように研磨 したのち,逃げ角 αkが 1030′(即ち,切削角 βkが24･50)
となるように,切削実験装置の片持梁型支持アーム (ス トレインゲージ式切削力2分力測
定装置を兼ねる)の先端に裏刃方式で固定した｡このナイフに向って,試験片を一定速度
竹材の被削性 に関する研究 (vI) 竹材の二次元切削におけるナイフすくい面の摩擦係数 37
で 送 り込 む 方 式 で 切 削 実 験 を行 っ た ｡ 実 験 に先 だ ち, 試 験 片 の 表 面 を予 め ナ イ フ に よ っ て
微 小 な切 込 量 に よ りな ら し切 削 を行 い , 切 削 基 準 面 を作 成 した｡ そ の の ち, 所 定 の 切 込 量
tnを与 え て切 削 実 験 を開 始 した｡ な お , 試 験 片 送 り速 度 封 ま10m/sec一 定 と した｡tnは ,
0.1,0.2,0.3,0.4,0.5,0.6お よ び1.0m の 7段 階 に変 化 させ た ｡ こ の よ う な切 削 実 験
に よ り, ナ イ フ に加 わ る切 削 力 2分 力 が 片 持 梁 型 支 持 ア ー ム に貼 付 され た ス トレイ ンゲ ー
ジ に よ り測 定 され る ｡
本 研 究 で は , 通 常 の 実 験 用 に製 作 した ナ イ フ を用 い て 竹 材 の 切 削 実 験 *1を行 い , ナ イ フ
に加 わ る切 削 力 2分 力 (水 平 分 力 FHお よ び垂 直 分 力 Fv) を そ れ ぞ れ 測 定 し (Fig.1)*2,
これ らの 測 定 値 を用 い て , 摩 擦 力 F お よ び垂 直 力 N を次 式 に よ り算 出 した (切 削 角 をok
とす る )｡
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3.実 験 結 果
竹材の節間部梓壁の二次元の横切削 (00-900切削)実験 と縦切削実験 (900-00切削)
実験 とを行ない,梓壁半径方向距離 IRや切込量 tnの変化に伴 う切削力2分力の変化を測
定 し,それら分力を用いて,ナイフす くい面の摩擦係数 〃を算出した (縦切削実験の場
合には,FLのほかに,切削初期の水平分力 F H(max,に基づいたJL(max'をも求めた)｡得 られた
摩擦係数 (FLおよびp(max) について (それの大 きさと変化の傾向について)を,つ ぎの
ように要約 した｡
竹材の被削性に関する研究 (vl) 竹材の二次元切削におけるナイフすくい面の摩擦係数 39
(1) 横切削におけるFLは,表皮層側に向う (lRの減少)に伴い,いずれのtnの場合も
増加傾向を示 したが,内皮層側に向う (lR の増加)に伴い,tn-0.1および0.2mの場合に
は増加傾向を,tn-0.3-1.0mmの場合にはほほ一定で変化のない傾向を示 した (Fig.5)｡














摩擦係数FLは,(3)式に示 したように,垂直力 N に対する摩擦力 F の比で求められるから,〟 はF とN
の増加や減少などの変化の割合を意味し,ナイフすくい面上における切屑の付着 (いわゆる,切屑のす く










よび維管束の量的比率 (敬皮繊維の量的比率)の相異 6.に起因して,容積重 ruの変化をもたらす｡Fig.2
に示 したように,JRの増加に伴い,ruは表皮層側から内皮層側の梓壁に向うに伴い減少傾向 (表皮層側か
ら中心部の碍壁までの範囲),ほぼ一定で変化のない傾向 (中心部から内皮層の梓壁に向う範囲),および
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増加傾向とを示 した)｡なお,縦切削におけるFLは,tn-0.2-1.0mmの場合には,lRの変
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